
日置市立伊集院中学校

令和２年 １学期終業式



校長先生としての責任

５０５命の

体と心
守り抜く



人は生まれながらにして、正しく、
直く、潔き真の心を具えている者な
り。此の真の心を常に失わず、偽ら
わず、真の心をもちすべてのことに
あたるを人の真の道という。されど、
人は時に醜き情わきて名誉、利欲を
欲し、人ととしてあるまじき行いを
なすことあり。この時、直ぐ潔きも
との姿にたちかえり、いつも春山に
今を盛りと美しく咲くたる桜の朝日
に照り輝くが如き”美（うるわ）し
き魂”になることこそ、誠の学問に
ほかならぬ。

～ 有馬新七先生「時体考」より ～



学校教育目標の意識化

思いをめぐらし、
自ら考え、判断し
他者と協働できる
たくましい生徒の育成



〇 令和２年度



終業式の言葉

１ いじめの認知について！
※ 全て対応しました。(報告）

２ 命を喜ばせる生き方とは
※ 命の授業を振り返る！



アンケート結果

この学年になってから（４月）から７月までに、いじめを受け
たと感じた人（いじめの訴えの件数）

全校生徒の中で、４８人が訴えています。

学級担任が、すべての生徒から聞き取りを
行い、本人と相談しながら対応しました。

アンケートの回答は、全て校
長室に保管してあります。



① 悪口やおどし
② 暴力（叩く、蹴る）
③ 仲間はずれ、無視
金品を隠す、盗まれる

いじめの態様

〇 あだなで呼ばれたり、からかいで名前を呼ばれ
たりする。
〇 肩を強く叩いてくる。（肩パン）
〇 自分だけ冷たくされる。無視されたりした。
〇 物がなくなった。隠された。 等



計５６件のいじめを認知

〇 １年・・・・32件28人
〇 ２年・・・・12件11人
〇 ３年・・・・12件9人

※昨年の1学期37件48人



※ ２回連続の認知（いやな思い）

をした人が８人
〇 １年・・・・３２件（4人）
〇 ２年・・・・１２件（1人）
〇 ３年・・・・１２件（3人）

どうか 思いをめぐらせてください。



心配なことがあります。
３ 嫌な思いをした場合の対応（いじめられたら自分
はどうする？）

ア 誰にも相談できず、どう
してよいかわからない。

イ 誰にも相談しないで、自分
分で解決していこうと思う。

ウ 相談できる人や、一緒に
考えてくれる人がいるので、
何とかなると思う。

エ 何とも思わない。 気にしない。

※ 誰でもいいです。相談機関でも
よいので、とにかく話してください。
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９ 悩んだらどうする。

一人悩む

自分で解決

友達に相談

何とも思わない



グループＬＩＮＥによるトラブル

〇 本人自身によるトラブル
〇 本人に許可無く勝手に掲載

タイムＬＩＮＥのＵＰによるトラブル
ＴｉｋＴｏｋ、Ｉｎｓｔａｇｒａｍによるトラブル





命の使い方とは・・・



命の使い方



命の使い方

出会いは「宝」 一期一会

幸せに生きるとは、自分の命も
周りの人の命も「喜ばせてあげること」



元気な姿、
たくましい姿、
そして、満足した姿で

会えることを
楽しみしています。



おしまい

令和２年７月３０日（木）
一番長かった「暑い暑い」１学期の最後の日

校長先生のさらに“熱い”お話


